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医療放射線技術・技術学教育の歴史的背呆を詳細に論考するために，江戸中期から末期にかけて勃興した寺子

屋藩校・郷学を出立とする「教育」の体系を詳細に分析し，やがて明治期以降の階陪的複線型学校体系の規範

となったことと，その社会的役割とを考察した。そして，これらの「学校」が生まれた同じ時代に， 当時の社会

が生み落とした徒弟制度（徒弟奉公・丁稚奉公）について詳しく検討と考察を加え，明治末期から大正初期の「X

線技術とその技術学」教育に一定の社会的役割を果たしたことを明らかにした。併せて，この徒弟制度が，爾後

の「X線技術とその技術学」教育の制度に対して大きな彩開を与えたことにも言及した。

本論考で取り上げられなかった「軍」の医療施設による教育や購習会・研修会での教育，学校制度による教育

については，次の機会に報告したい。

はじめに

(1) 時代は100年をさかのはる。1895年12月28

日，WilhelmConrad Rontgenは，「EineNeue 

A rt von Strahlen :放射線の新しい種類」と題

したX線発見の第一論文を， Wurzburg物理医

学協会に提出した。そして， 1896年 1月の初め，

その別刷論文と人体最初のX線写真というべき

かれの妻 Berthaの左手指のX線写真を添えて，

著名な物理学者に送付 している。

(2) このX線発見の報告は，理工学や医学分

野はいうに及ばず，社会的にも大きなインパク

トを与え，人々に驚嘆の声をあげさせ，驚愕の

眼差しを喚起させた ことは想像にかたくない。

そして19世紀後半の医学の広い分野に「深い変

革」と「根本的な改革」をもたらし，「人間思想

の進化の最も大きな現われ」1)の一腐を担ったこ

とはいうまでもない。

(3) RontgenがX線を発見した背景には，数々

の技術の支援があったことを見逃してはいけな

い。放電管の管内気圧を Hittorf管では，10-5

気圧まで， Crookes管ではさらに10-6気圧まで

も高真空度に排気する技術 (Sprengel方式水銀

ポンプの改良 ：1865年） や放電管に高電圧を印

加する誘迎コイルの技術 (Rumkorff感応コイ

ルの改善 ：1851年）などである。
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RontgenがX線発見を伝える第一論文冒頭に，

いくつかの人名の付いた放電管や誘埒コイルを

実験に使用したことを明記していることからも，

発見の原動力となったこれらの技術的支援を高

く評価していたことがうかかわれる丸

(4) この 「X線」を手段として，新しい 「医

療の技術」を獲得したわが国の 「技師」が， 「医

療技術者」らしい姿と形跡をとどめたのは， 1900

年代の初頭のことであ った。かれらは医療X線

（放射線）に関する諸技術をやがて系統的に体

系化していき， 80年余の苦闘と努力の時間の流

れのなかで，その技術学を見事に開花 ・結実さ

せ，今日の 4年制大学実現へつなぎき ったので

ある。

(5) 本研究では， 「X線技術とその技術学」の

伝授と教育の歴史的な発展過程のなかで，江戸

期 ・明治期へさかのほ＂り，そこに見え 隠れする

複線型の 「学校」系列と階層的構造に光をあて，

大正期 ・昭和期の昏迷した教育のあり様と状況

にも論究を行きわたらせながら，今日の診療放

射線技師教育に映し出されている階層型専門教

育の構造的矛盾を明らかにしていくものである。

本論考は［ I]として，江戸期なかばに急増

した藩校 ・寺子屋・郷学とともに，当時の社会

的状況を背負って出立した徒弟制度が，明治初

期に公布された 「学制」に階層的複線型学校体

系として象徴的に反映し，平成期の今日まで影

響をもた らしていることを論述した。そして，

このよ うな教育的構造を背景として行われた徒

弟的 「X線技術とその技術学」 教育が， どのよ

うに関心をもたれたか， どのように行われてい

ったかを詳細に検証し，考察を加えたものであ

る。

引きつづき，明治期から大正期において 「X

線技術とその技術学」 の教育が行われた 「軍」

関連施設や当時の新興企業による購習会 ・研修

会について考察をしていきたい。さらに昭和初

期に誕生した 「学校」か，各種学校・専修学校，

そして 3年制短期大学 ・4年制大学へと発展し

ていく経過とその時代その時代の背景とともに，

それぞれ報告していく 予定である。

1. ~昔層的複線型学校体系の萌芽

1. 1 藩校（藩釜）・寺子屋・郷学（郷曇）3)

(1) 人間が他の動物と異なった根源的な側面

を固有していることを，homosapiensとか，

animal educandumといった言葉で， ことさら

に強調する。この 「知性人」であれ 「教育的動

物」であれ，そこには教育という優れて他に類

をみない人間固有の文化活動が投影している事

実をみることかできる。ある意図と方法をもっ

て，「人か人に働きかける」という教育の原点は，

どんなに苛酷な時代を背負っていたとしても，

その時代とともに懸命に生きつづけてきたに違

いない。

(2) わか国における最初の教育的な学制は，

701（大宝元）年に発布された大宝律令である。

その教育原理の根幹は儒教であり， 主として貴

族や豪族の子弟に教養を与えたり人材登用を目

的にしたものであ った。当然ながら一般庶民に

は， まったく無関係な「学校」であ った。

(3) わか国に 「学校」らしい形態を最初に見

せたのは，江戸時代の中期以降，末期，幕末に

かけて急激に増加し，形を整えた藩校（藩緑）

と寺子屋，そして郷学（郷従，郷校）であった。

その背景には，いわゆる参勤交代による江戸文

化の地方への分散と地方との交流， 「おかげまい

り」にみられる一般民衆の集団的旅行による見

聞と知識の増加などがあって，教育的な活動を

うながしたものと考えられる。この結果，庶民

層の 「教育」は江戸時代後期になって，体験 ・

経験の 「語り 」による単純な口語伝承から，文

字を続む ・書くという「教育」らしい姿になっ

て，江戸から地方へ，幕藩 ・武家の支配層から

農民 • 町人の庶民層へ急速に広がっ ていったの

である。もちろん江戸時代は，封建制の社会構

造を反映した士J農工商という「士と庶（農工商）」

の厳しい身分制が確立していた。それとともに

「教育」 の面においても格差と差別をともなっ

た様式を形づく っていたことはいうまでもない。

(4) 「士」には，武家支配層か 「庶 （農工商）」

三民を指導するという民衆統制に必要な学識と

教養を漠学とともに武術を 中心にした 「文武兼

備」の教育を，藩政の担い手である子弟に与え

るために各藩独自に開設した藩校があ った。こ
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れは幕府直轄の 「昌平坂学問所」(1797年）を範

としたもので，おおむね10歳前後で入学し，20

歳前後で修了した。四書五経の素読 ・講釈には

じまり ，会読や輪読を武芸の修練とともに受講

させていた。この流れは，明治期になって大学

（校）・高等学校・高等工業学校へつながる 「高

等専門教育組織系」を形成する。

(5) 「庶」には，貨幣経済制の浸透とともに

生活と労働に参加しなから，商家の子であれば

商品経済 ：取引きの知恵，契約書や帳節の記載

など，の知織を獲得するために，そして）農家の

子であれば生産向上に必要な技術と知織を得る

ために ， 「読み ・ 書 き • そろばん （計算）」（ これ

を「手習い」という ）を中心にした基礎的な教

育を行うための自然発生的に開校された草の根

風寺子屋かあった。ここでは 8歳前後に入門し，

師匠と「師弟」の関係を結び，師匠が用意した

教材 （往来物と呼称した）によ って 「手習い」

を学び，日常の礼儀作法やしつけにいたるまで

修得したという 。

当時の 「家と職場」とか分けかたい社会的背

景のなかで商家 ・商人社会では，「読み ・書き・

計算」だけでは当然ながら限度かあり，その商

家にと って専門的な商知織と職業教育に類した

教育の場か不可欠となる。この要求のもとで生

まれたのか徒弟制度であった。わが国の徒弟制

度は，このように寺子屋教育と不可分のI剥係に

あることが理解できる。徒弟制度については項

を改めて詳述する。

明治期になってこの寺子屋・徒弟制度は，実

業補習学校 ・徒弟学校 ・工学校へつながる 「実

務専門教育組織系」を形づくることになる。

(6) 郷学は，藩校の分校的性格をも ったもの

で，藩の援助と保護のもとにその藩内遠隔地の

藩士 ・家臣の子弟や旗本の家臣の子弟などを対

象に開校したものである。しかし雑末期になっ

てはとんどの郷学は庶民層にも門戸を開放した

か，庶民層でこれに参加する者は比較的少なか

ったという 。また郷学には，私塾的な民間の有

志によ って開学したものもあ った。

典型的な郷学として，備前岡山藩（藩主 ・池

田光政）が設けた「閑谷学校 （しすたにがっこう）」

があった。これは藩内に百数十ヵ所も設けた手

習所を統合して，閑静山村の閑谷村に設立した

郷学である。ここには講堂や聖堂，文庫などの

教育施設が完備し，「手習い」をはじめ，四書五

経 ・孝経，史記 ・左伝などから，和算や天文な

どにいたる諸々の学問を教えたという 。この閑

谷学校の大きな特徴は，完全に庶民層に門戸を

開放したことである。したがって主な入学者は

庶民の子どもであった。もちろん藩士の子弟は

いうまでもなく ，近隣の藩士子弟も入学が許さ

れていた。

(7) このように江戸時代の末期になって，藩

校，寺子屋，そ して郷学などが，「学校」として

の質と形式をも っていたかどうかは別にしても，

「学校」一般の類型としてみれば階層によ って

教育理念の異なる二つの「学校」系列 ：支配層

か庶民層支配を維持するための「学校」と，破

支配層 （庶民層）か自らの庶民生活を維持する

ための「学校」の，いわば階）罰的複線型学校体

系が根づ くことになる 4)。そして複線の一方から

他方にいたる路線に相当するものか， 「郷学」的

学校体系であると考えられる。

教育は，「人が人にまで仕上げる」「人間が人

問らし〈生きる」という生存の原理が，当時の

社会情勢や国の内外の動きと体制の変化に敏捷

に機能して，庶民の学習意欲を旺盛にしていき，

より高い水準の教育を欲するようになる。しか

し，そのことが階陪的な社会桃造のために受け

入れられないという複線型の教育形式の矛盾に

目覚めてい〈切っかけにもなる。そして明治維

新という復古と改革の嵐のなかで，近代的教育

制度を形づ〈るときの思想的な起点となって，

わが国の 「教育と学校」の様式 ・形式の基本形

を創造していくことにつながるのである。

(8) ここでいう階層は，対立関係にある支配

階級と被支配階級の両集団の単純な 「関係」で

はない。いろんな階級に属し，ピラミッド型に

整序された上下 「関係」をも っていたとしても，

その社会的立場や役割，そして課題と要求で共

通性をも った人間の集団と考えたい。

1. 2徒弟制度について

(1) 徒弟制度は，先行した西欧でもわが国に

おいても前述したように「学校」を生誕さた杜

会か，「学校」とともに「学校」の類型として産

み落とした制度である。

一般に徒弟制度というのは，ヨーロ ッパの中
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世都市形成 (11世紀頃）とともに発展したギル

ド（エ匠組合 ・同職組合）の構成要素である手

工業者養成制度をさす。機械制大工業以前の手

工業者が，同じ業種の相互の利益を護り， 業界

内の統制のために職業技術訓練を行った制度で，

親方制度とも呼ばれていた。その形式は，親方

と職人， そして徒弟（弟子）の三階級身分を堅

持する。親方は弟子にたいして自已が所有する

伝統的道具を用いて手技を伝授すると同時に，

弟子自身は「技 ・術」も磨きながら特定の職業

技能を習得するという徒弟の関係そのものであ

る。その間衣食住は保証されるか賃金は賞え

ない。ある一定の徒弟期間が過ぎると弟子は職

人になる。そして親方になるにはギルドの厳し

い技術審査にパスしなければならなかった叫 し

かし封建制度末期になると，親方への道も閉ざ

されることになる。

この徒弟制度のもとでは，親方と弟子の間に

は家族主義や温情主義とともに，抜きがたい封

建的 ・保守的な技能伝授の秘密主義が支配する

ことになる。

(2) 日本における徒弟制度 （徒弟奉公 ・丁稚

奉公）は，江戸時代の中期以降の 「家制度 ：身

分的主従関係」として形成される。徒弟は， 10

歳前後から家に住み込み「丁稚 ・弟子 ・小僧」

などと呼称され，10年前後の年季奉公が強制さ

れていた。西欧と同様に，無給で働き「技」を

仕込んでもらう時期，有給で働き「技」を研く

時期，そして暖簾分けが許るされて独立する時

期の三つの過程を経るのが普通であった叫

(3) この家制度は，明治中期以降の資本主義

的生産様式への発展途上において，近代工業の

企業内職業学校という新しい装いで，年少労働

者を対象に組織内徒弟教育が行われることにな

る。これを合法化するために， 1894年7月に徒

弟学校規定が公布され下級工業学校によ って職

工蓑成が制度化されることになった。昭和期以

降も，この組織内徒弟教育は中小企業を中心に，

技能向上の効率化という旗印のもとで，劣悪な

労働条件や低賃金とともに根強〈温存されてき

たのは周知のことである。

1. 3 「学制」「教育令・学校令」の公布

(1) 明治新政府は試行錯誤を繰り返しながら

1872年に「全国ノ学政ハ之ヲ文部一省二統フ」

と第 1章にう たった学制を公布したか，まもな

くそれを廃止して1879年に教育令： 自由教育令

を制定した。そして， 1886年には学校種別の帝

国大学令，小学校令，中学校令，師範学校令な

どの諸学校令を制定し公布したか，数年を経ず

して帝国大学令の専門文野を明確にし，専門領

域の研究と教育の効率化を図るという名目で大

幅に改定されて，評議員会 ・教授会 ・名誉教授

制 ・講座制などを規定 (1893年）することにな

った。

(2) 明治政府は，このように昏迷した試行錯

誤を繰り返しながら順次，法制度にかなった新

教育制度の確立を目指していったのである。こ

れら諸制度は，基本的に身分や階層に関係なく

教育を制度としてすべての国民に開放しようと

した画期的な体系であった。しかし，さきに述

べたように「高等専門教育組織系」と「実務専

門教育組織系」の階陪的複線型学校体系は免れ

ることができなかった。後者の実務専門教育組

織系は，わか国の近代化がすすむにしたかって，

い〈つかの学校は「郷学」的学校体系を経て，

高等専門教育組織系へ路線替え ・衣替えしてい

くことになるが， この階層的複線型学校体系は

1990年代半ばを過ぎた今 日でもなお，わが国の

基本的学校体系として固着している。

(3) 明治中期から末期にかけての「教育」を

とりまく混迷の時代を背景に，RontgenのX線

発見の翌年，すでに 「X線技術とその技術学」

教育の始まる前兆があった。しかし現実の「学

校」での教育は，明治期 ・大正期の「軍」施設

による教育や講習会 ・研修会教育の時代を経て

なお， 1927年まで待たねばならなかった。

2. X線技術・技術学の徒弟的教育

2. 1 実験的X線撮影の成果

(1) X線の発見か医学系雑誌へ最初に報道さ

れたのは， 1896年2月29日づけ発行の東京医事

新報である。その年の 4月から12月にかけてわ

が国では，つぎの 4組の研究者らによってX線

撮影の追試実験か行われた”。

①1896年4月に第一高等学校教授水野敏之函

が薬学士長井長義と助教授山口鋭之助の協力で

行った実験。

②同じ頃，東京帝国大学理科大学教授の山川
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健次郎は助教授鶴田賢次と助手水木友次郎の助

カで行った実験。

③同年 5月には私立済生学舎購師 （外科医）

の丸茂文良はドイツ人外科医 （帝大教授）のJ

Scribaの助言と写真家鹿島清兵衛の協力を得

て行った実験。

④同じ年の10月，第三高等学校教授村岡範為

馳が島津製作所の島津源蔵 ・源吉兄弟と助手糟

谷宗査と共同で行った実験。

(2) これらの実験で注目したいことは，各研

究者らの高電圧発生や感応コイル，陰極管に関

する技術の水準が相当に高かったことと，試行

錯誤を繰り返し幾度かの失敗を重ねたとしても，

X線の発見から 1年を経ずに実験を成功させた

ことである。また，外科医であった丸茂文良が

医師らし〈結核菌や化膿菌にたいするX線の作

用にふれていることや，技術者である水木友次

郎が実験助手の立場であったとしても物理学者

と共同で研究に従事 していること，村岡らの実

験が物理学者と企業技術者とが初めて行った産

学共同の研究であ ったこと，などである。

(3) 水木友次郎は， 22歳で束京帝国大学理科

大学物理学教室の助手になり ，1917年には医科

大学に移り電気や物理の実験指消を行いながら，

「軍」関係施設や一般病院に出かけてX線機器

の操作技術を指焉している。水木がどのように

技術指森をしたのか詳細は不明であるが， X線

撮影技術と機器の操作技術を広め，多くの 「技

師」を指迎したという 。放射線技術者 ・放射線

技師の原像とみなされ先駆的な 「技師」教育を

行った最初の人物とされている見

実験の時代 • その試行錯誤のなかに「X線

技術とその技術学」の教育 ・伝授の発芽を見い

だすことかできる。

2.2 医術の徒弟的教育

(1) わが国において，医療の法的制度を最初

に確立したのは，1874年に公布された 「医制」

である。明治新政府は，これを当時の東京，京

都，大阪の 3府に施行して医療制度の基本的指

針とした。

(2) 医療か，制度として不確であった江戸時

代，儒教的道徳観に支配されていた臨床治療医

学のなかに，西洋医学の先駆けとして最初に西

洋医学 （南蛮医学）を日本人に伝授したのは，

1555年に宣教師一行とともに来朝したボルトガ

ル人 Louisde Almeidaであ った。かれは，1556

年に豊後 （藩主 ・大友宗麟）の府内三ヵ所に育

児院や掘患者の収容施設・救済院などを建設し，

1年数ヵ月にわたり南蛮医学を伝授した叫かれ

は十数名の日本人を助手に使って外科的処置や

手術など，産科，眼科にいたる広い分野の診療

を行ったと伝えられている。そして日本人の助

手に対して，粉薬や蒋薬の使用法や焼灼法など

とともに，種々の内科的治療法も伝授したとい

つ
; 10) 

゜
(3) 近代的な医育機関によ って養成される以

前の主な医術伝授所として，図のようなものか

あった。医育や医事に熱心だった当時の多くの

武家各藩は，これらの伝授所に俊英の武士を派

追して医師養成を依頼している II)。ちょうど医学

系藩校といえるか，形式の上では医学校的教育

の様相をみせながらも，その実体は徒弟的要素

が猿厚であった。当時の医術が手工業的性格を

もっていたという而と，封建的社会制度のなか

で一人の親方 （師）だけかも っている手技を，

従属する複数の弟子にだけ密かに伝えるという

秘伝 ・秘術の様式を医術もまた，所有していた

という面とかあいま って徒弟的従屈関係を厳し

く律していたものと考えられる。

(4) この医術教育における徒弟制度は，明治

中期に，帝国大学医科大学に敷かれた大学の講

座制 (1893年）と結びつき，やがて閉鎖的な医

学 ・医療の日本的教育伝授の代表的様式： 一つ

の講座に一人の教授か主宰する教室を構え， ピ

ラミ ッド型の身分制システムを構成して少数の

壁 堂 1632年，林羅Il」， 後の昌平坂学問所

(1690) 

芝蘭堂 1786年， 「解体新杏」 (1774)を改訂し

た (1826)大槻玄沢

象先堂塾 1833年，伊束玄朴

適々 百塾：適塾 1838年，緒方洪庵

順天 堂 1843年，佐藤泰然，後のIII頁天棠病院

種痘所 1858年，蘭方医家の醜金で開設。後の

西洋医学所 (1863)を経て東京大学医

学部

医学伝習所 1857年，オランダ海軍々医 Pompe,後

の長崎養生所 (1861)を経て粕得館

(1865) 

江戸末期に開設された主な医術伝授所と，開設年・開設者
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助教授 ・講師・助手で教授を助け，教授はその

頂点に立つという典型的階層モデルを生み出し

たのである。この講座制は，一方では学術の専

門制の高揚や教授会の権限の公認，大学自治の

法制化などを促進したものの，他方では教授個

人の権限を強大なものとし，独裁的家父長セク

ショナリズムを助長していき，学問における指

母と協力の関係を徒弟的・ギルド的に転化する

という矛盾を表出していった12)。1960年代後半に，

この講座制打破の旗とスローガンを掲げて象徴

的に多発した大学紛争を招いたことは，けだし

当然の帰結といえよう 。

2.3 X線技術・技術学の徒弟的教育

(1) X線技術教育の伝授の初期における形態

は，講座制の矛盾に満ちた徒弟的色彩を涙厚に

反映していた。

(2) その時期，「親方」の役割を担ったのは明

治末期から大正期にかけてドイツを中心に海外

留学を果たして帰国した少壮気鋭の医学徒らで

あった。かれらは帰国後，主要な病院や医科系

大学に「レントケン科」 • I理学的診療科」・「理

学的療法科」と称する放射線医学の講座や診療

科を創設し， X線 （放射線）という新しい診療

技術の臨床への適用と，その治験の拡張に研鑽

を梢み重ねていった。同時に， X線技術という

医学になじまない「理工学的」知識と技術を専

修する医療技術者の必要性を痛感するようにな

り，併せて「技師」の育成のために徒弟的教育

と技術伝授に力を傾注したのである。

(3) 徒弟の系列関係は，前述したように一定

の期間を過ぎると親方と弟子の従属関係は解消

されて，弟子は職人になり ，職人は一定の基準

をクリアすると新しい親方になって， 自己の徒

弟を養うという循環する方式が約束されていた。

しかし医師と「技師」の間には，この循環する

系列関係はない。「親方的医師」は，あくまでも

医師であり，他方「弟子的技師」はいくら技術

や知織の研鑽を柏み上げても「技師」であって

「医師」にはなれない。そして徒弟的な関係が

終えたあとも従厖の関係だけは残るのである。

また医師から徒弟的教育を受けた古参技師が「親

方的技帥」になったとき，新参「技師」に完全

無欠の徒弟関係を強要し，「親方的医師」から受

けた従属的負の意識か裏返しになって，新参「技

師」にたいして隠微な仕打ちの形で反映する こ

とになる。

(4) このように徒弟的従屈関係は，二重に重

なりあった複雑な様相をみせながら，やがて階

層的複線型の「X線技術とその技術学」の教育

制度とあいまって，錯綜した図式を与える こと

になる。そしてこの状況は，1951年に「学校」

の制度が法制化されて「技師」か，診療エック

ス線技師 (1968年：診療放射線技師）と しての

身分制を確保し，社会的認知を受けるまで続〈

のである叫

2.4徒弟的教育の実態

(1) 明治の末期から大正末期にかけて「技師」

が，徒弟として技術を習得した場所と員教は，

大学附属病院で59名， 1918年に公布された大学

令によって医科大学に昇格した医学専門学校で

は17名であった。ま た一般病院と完全に分離で

きない医院もあって，やや正確性な欠けるが開

業医関係では23名が記録されている。このよう

に医育機関での徒弟的な技術伝授が圧倒的に多

かったことが分かる 1410

(2) この徒弟的技術伝授の形態は，従属関係

を保ちながらも前述したように昭和中期にいた

るまで順次，各種各様に医学系の諸大学附属病

院に広がっていき，養育された「技師」は，技

術的な側面での職能を果たしていくことになる。

しかし伝授された内容は，X線診療の枢要な部

分には直接関わることなく，主として限られた

部分 ・部位のX線撮影，写真暗室でのフィルム

現像処理，単純な機器の保全などであったとい

゜
ヽ
96
 

ーu) 
ー、
7

(3) 医療において，徒弟制度がとくに精神的

な面を強調するのは，伝授された「技 ・術」の

秘伝 ・秘術を決して他には洩らさないという秘

密主義と，医療現場で人の生死と直面する精神

的緊張感と倫理面が併合しているためである。

この結果，必然的に 「技 ・術」の一般化 ・普遍

化がさまたげられ，規格化と法則化が遅れるこ

とになる。

徒弟的教育によ って「技 ・術」が伝授されて

いく流れは，「一人前」の親方が弟子にたいして

く個人的接触による秘術の 「伝習」 →磨きあ

げられる個有の 「技量」→経験を重ねて鍛え抜

かれた 「カン」 →繰り返し研磨された 「熟練」
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→徒弟関係が修了し 「一人前」 〉

という循環する図式となって，親方から徒弟

へ伝えられる。このように制度の底辺を支えて

いる極度に偏位した精神主義は，大正期からII召

和期にかけて急速に進展していった近代医学の

合目的的な合理性と激しく拮抗し，やがて医療

社会における徒弟制度は崩壊の道をたどること

になる。

(4) X線技術伝授の徒弟制度が確立した時期

は，経済的には第一次世界大戦以後の日本査本

主義の勃典期に対応し，医学 ・医療の立場から

医療機器の進歩と普及，医療の社会化が促進さ

れ，高度な医療機器が国産化されていったとい

う時代に照応する。そして新典の査本制か，新

技術の成果である医療機器の森占化を目ざとく

狙っている構えが象徴的にうかがわれる時代で

もあ った17)。

(5) この事実を証すように 「技師」の需給が

急かれ，医育機関だけの徒弟的養成では間に合

わなくなり ，その過不足を補って新興の医療関

係企業主催の購習会 ・研修会が頻発することに

なる。

まとめにかえて

(1) 主として江戸期に発芽した階層的複線学

校体系の典型として，藩校，寺子屋，郷学を取

り上げその階層性を明らかにし，武家支配層と

民衆破支配層との拮抗か，当時の 「教育」の矛

盾を増強させて階層的複線型学校体系を確実な

ものとし，やがて明治期の 「学制」に矛盾を抱

えたまま反映していった背屎に検証と考察を加

えた。

(2) 前記の三つの「学校」を生み出した時代

の社会的背景を濃厚に背負って，「学校」ととも

に生み落とさ れた徒弟制度について，中世ヨー

ロッパ社会で発展したギルドと対照しながら，

その発生から態様にまで言及した。

(3) わが国の徒弟制度（徒弟奉公・丁稚奉公）

が，階層的複線型学校体系のも っとも低い下層

に発達した，「教育」的制度であり，明治期末期

から大正期にかけての「X線技術とその技術学」

教育と伝授に大きな役割を果たしたことを，そ

の背娯とともに論究した。

「軍」関係施設での教育，講習会 ・研修会教

育，そして学校 ・養成所での教育については，

次の機会に順次，報告したい。
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